
あわら市 観光白書
令
和
2
年
実
績

　
令
和
２
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
１
年
間
に

あ
わ
ら
市
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、　　
　
　
　

　
　
　
　
　

(

対
前
年
比
58
万　
　
　
　

人
、

34
・
２
％
の
減)

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

宿
泊
客
は
、
46
万　
　
　
　
人
（
同
29
万　
　

　
　

人
、
39
％
の
減
）、
日
帰
り
客
は
65
万　

　
　
　
人
（
同
28
万　
　
　
　
人
、
30
・
２
％

の
減
）
と
、
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
と
の
比
較

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
大
幅
に
減
少

　
あ
わ
ら
温
泉
の
宿
泊
客
は
45
万
６
２
０
０
人

で
、
前
年
よ
り
40
・
９
％
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ

た
４
月
、
５
月
に
は
宿
泊
施
設
が
休
館
し
、
宿

泊
客
数
が
９
割
減
と
い
う
事
態
と
な
り
ま
し
た

が
、
７
月
か
ら
の
県
民
向
け
の
宿
泊
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
よ
り
県
民
の
利
用
が
大
き
く
伸
び
ま

し
た
。
７
月
末
か
ら
は
観
光
庁
の
「G

oTo

ト

ラ
ベ
ル
」
事
業
が
始
ま
り
、
10
月
に
は
東
京
都

発
着
分
も
追
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
11
月
の

減
少
幅
は
一
桁
台
ま
で
持
ち
直
し
た
も
の
の
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
に
伴

い
、
12
月
中
旬
か
ら
事
業
が
一
時
停
止
と
な
っ

た
た
め
、再
び
宿
泊
客
数
が
落
ち
込
み
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
県
内
の
学

校
が
行
き
先
を
県
外
か
ら
県
内
に
変
更
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
教
育
旅
行
に
よ
る
宿
泊
客
数

は
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

地
点
に
よ
り
一
桁
台
の
減
少
に
留
ま
る

　
各
観
光
地
に
お
い
て
は
、
全
国
的
な
外
出
自

粛
や
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に
伴
う
施
設
の

休
館
や
時
短
営
業
、「
３
密
」
を
避
け
る
た
め

の
入
場
者
数
の
制
限
な
ど
に
よ
り
、
入
込
客
数

が
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
金
津
創
作
の
森
は

前
年
よ
り
65
・
５
％
の
減
少
と
な
り
、
最
も
減

少
幅
が
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
例
年
多
く
の
集

客
が
あ
る
大
型
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
休
館
に
伴
い

企
画
展
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と
が
響
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
き
ら
ら
の
丘
は
前
年
よ
り
２・１
％

の
減
少
、
ゴ
ル
フ
場
は
前
年
よ
り
６・
８
％
の

減
少
と
な
り
、
一
桁
台
の
減
少
に
留
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
県
民
や
北

陸
地
方
の
利
用
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
が
小
さ
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
蒸
発

　
あ
わ
ら
市
の
外
国
人
宿
泊
者
数
は
２
６
９
２

人
と
、
前
年
よ
り
82
・
８
％
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。
国
・
地
域
別
内
訳
で
は
、
台
湾
か
ら
が

最
も
多
く
、
次
い
で
香
港
と
な
り
ま
し
た
。

　
政
府
に
よ
る
日
本
へ
の
入
国
制
限
や
、
多
く

の
国
・
地
域
で
取
ら
れ
た
海
外
渡
航
制
限
な
ど

の
措
置
に
よ
り
３
月
に
は
小
松
空
港
発
着
の
全

て
の
国
際
線
が
運
休
と
な
り
、
４
月
か
ら
は
観

光
目
的
で
の
日
本
へ
の
入
国
は
不
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
外
国
人
宿
泊
客
を
受
け
入
れ
た

の
は
実
質
１
月
、
２
月
の
み
で
し
た
。

総
合
的
評
価

　
令
和
２
年
の
観
光
産
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
な
流
行
に
よ
り
、
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
緊
急
事

態
宣
言
な
ど
に
伴
う
観
光
施
設
お
よ
び
宿
泊
施

設
の
休
館
や
旅
行
控
え
、
利
用
控
え
に
伴
う
公

共
交
通
機
関
の
運
行
数
の
減
少
、
集
客
が
見
込

め
る
主
要
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、
人
の
移
動

や
誘
客
な
ど
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受

け
た
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
従
来
の
よ
う
な
誘
客
活
動

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
観
光
庁
の
誘

客
多
角
化
実
証
事
業
（
※
１
）
と
し
て
、
あ
わ
ら

市
感
幸
創
造
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
事
業
（
※
２
）
や

新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た
旅
行
商
品
開
発
事

業
な
ど
を
行
い
、
人
材
育
成
や
観
光
素
材
の
発

掘
・
磨
き
上
げ
、(

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る)

受
け
入
れ
体
制
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
、
着

地
型
観
光
の
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
で
活
動
す
る
地
域
の
観
光
ガ
イ

ド
団
体
が
連
携
し
て
「
あ
わ
ら
市
観
光
ガ
イ
ド

協
会
」
を
７
月
に
立
ち
上
げ
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

ふ
ま
え
た
体
験
型
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施

す
る
な
ど
、
ガ
イ
ド
ス
キ
ル
の
研
鑽
や
市
内
周

遊
に
よ
る
滞
在
時
間
の
延
長
に
繋
が
る
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
し
た
。

※
1

観
光
庁
補
助
事
業
。
正
式
名
称
は
『「
誘
客
多
角
化
等
の

た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
」
実
証
事
業
』。

※
２

地
域
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
誘
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
な
ど

に
取
り
組
む
、地
域
の
中
心
的
な
人
材
を
育
成
す
る
事
業
。

今
後
の
対
応

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
起
き
た
旅
行
ニ
ー
ズ
の
変
化

　

テ
レ
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
※
３
）

需
要
の
高
ま
り
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
起

き
た
旅
行
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
取
り

組
み
が
重
要
と
な
る
な
か
で
、
特
に
教
育
旅
行

に
つ
い
て
は
、
大
人
数
の
宿
泊
が
可
能
で
あ

り
な
が
ら
混
雑
を
回
避
で
き
る
地
域
で
あ
る

こ
と
や
、
生
徒
が
実
際
に
体
験
を
通
し
て
自

然
環
境
な
ど
に
つ
い
て
学
べ
る
当
市
な
ら
で

は
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ア
ピ
ー
ル
材
料
に
、

積
極
的
に
誘
致
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
コ
ロ
ナ

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
状
況
下
で
の
全
国
か

ら
の
誘
客
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
県

内
か
ら
始
め
、
北
陸
地
方
や
関
西・中
京
地
方
、

首
都
圏
を
含
む
全
国
へ
と
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。　

　
本
年
は
、
平
成
31
年
４
月
に
策
定
し
た
「
あ

わ
ら
市
観
光
振
興
戦
略
」
の
実
施
期
間
の
３

年
目
と
な
り
、
折
り
返
し
の
年
を
迎
え
ま
す
。

観
光
協
会
や
観
光
団
体
の
み
な
ら
ず
、「
感
幸

創
造
マ
イ
ス
タ
ー
」（
※
４
）
な
ど
の
市
民
や
民

間
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、「
和
心
あ
ふ
れ
る

国
際
的
な
感
幸
地
」
づ
く
り
に
向
け
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
戦
略
に
盛
り
込
ん
だ
取
り
組

み
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
や
北

陸
新
幹
線
芦
原
温
泉
駅
開
業
延
期
を
踏
ま
え
、

事
業
内
容
や
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
修
正
を
行
い

ま
す
。

※
３w

ork

（
仕
事
）
とvacation

（
休
暇
）
を
組
み
合
わ
せ

た
造
語
。
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し
、
温
泉
地
な
ど
普

段
の
職
場
と
は
異
な
る
場
所
で
余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事

を
行
う
こ
と
。

※
４

あ
わ
ら
市
感
幸
創
造
マ
イ
ス
タ
ー
育
成
事
業
で
育
成
し
た

人
材
の
こ
と
。

■ 

問
合
せ
　
観
光
振
興
課

☎
７
３-

８
０
２
９

令和２年あわら市観光地別入込客数令和２年あわら市　　　
地域別観光客数（県外客）

農産物直売所きららの丘
　19 万人 5,800 人

40.7％

17.4％

10.3％

11.6％

4.3％
5.0％

10.7％
あわら温泉
　45 万 6,200 人

芦湯　11 万 5,200 人

ゴルフ場
　13 万 200 人

金津創作の森
　4 万 8,200 人

北潟湖畔
　5 万 6,400 人

その他（セントピアあわら、吉崎御坊、

屋台村など）　11 万 9,600 人

合計
112 万 1,600 人

関西地方
　19 万 2,000 人

40.6％

23.1％

11.2％

19.3％

5.8％

中京地方
　10 万 9,200 人

関東地方
　5 万 3,000 人

北陸地方
　9 万 1,400 人

その他
　2 万 7,400 人

合計
47 万 3,000 人

　市では、全ての人が、互いにその人権を尊重し、喜びも責任も分かち合い、性別にかかわらずそ
の個性と能力を十分に発揮できる豊かな活力ある社会を目指しています。そのための具体的な施策
を示したものが「あわら男女共同参画プラン」です。プランの重点目標は、次のとおりです。

第２次あわら男女共同参画プランについて
～男女が　共に支えあい　共に歩み　共に輝く「あわら」をめざして～

６月は「男女共同参画月間」です（福井県では、６月を「男女共同参画月間」と定めています）

令和２年度のプランの具体
的 施 策 と 実 施 状 況 を 市 の
ホームページで公表してい
ますのでご覧ください。

■ 問合せ　市民協働課　市民活躍推進 G
☎ 73-8003　　　kyoudo@city.awara.lg.jp

事業の種類
令和２年度 令和元年度までの

基金合計
令和２年度末

基金総額件数 寄付金額 積立額 基金取崩額
①芦原温泉駅周辺に活気を取り戻し、快適

な都市空間に生まれ変わらせるための事業 580 件 2,176 万 6,000 円 2,176 万 6,000 円

推進経費（①～⑥）
5,734 万 7,730 円
※２

食農教育（⑥）
25 万 4,400 円

市民サポート
助成事業（⑥）
100 万円

4,170 万 4,500 円 5,205 万 8,500 円

②ゆのまち情緒にあふれ、にぎわいと華や
ぎを感じさせる温泉街づくりのための事業 398 件 1,746 万 7,000 円 1,746 万 7,000 円 4,460 万 3,000 円 5,289 万 4,000 円

③子どものことを考えた学校づくりのため
の事業 543 件 1,782 万 4,000 円 1,782 万 4,000 円 1,053 万 4,153 円 1,901 万 153 円

④北潟湖や竹田川を自然の息吹に満ちた空
間によみがえらせるための事業 233 件 732 万 1,000 円 732 万 1,000 円 1,326 万 5,500 円 1,674 万 4,500 円

⑤子どもを生み、育てやすい環境と施設づ
くりのための事業 370 件 1,436 万 6,000 円 1,436 万 6,000 円 3,639 万 1,500 円 4,324 万 4,500 円

⑥その他あわら市を元気にするために市長
が必要と認める事業 637 件 3,044 万 5,000 円 3,044 万 5,000 円

5,797 万 347 円 7,138 万 3,347 円　　 〃　　 （福井県共同窓口受入分）※ 1 ４件 26 万円 26 万円

　　 〃　　 （基金利子など） ー ー １万 9,130 円

合　計 2,765 件 １億 944 万 9,000 円 １億 946 万 8,130 円 5,860 万 2,130 円 ２億 446 万 9,000 円 2 億 5,533 万 5,000 円

　ふるさとあわらサポート基金は、市の事業を寄付という形で応援していただく制度です。令和２年度は、１億
944 万 9,000 円（大雪災害支援 38 万 9,000 円を除く）の寄付が寄せられました。
　このうち、子どもたちの食農教育を推進するために 25 万 4,400 円、市民によるまちづくり活動を促進するため
に市民活動サポート助成事業に 100 万円、それらに同基金事業を推進するために要した経費を合わせた 5,860 万
2,130 円を活用させていただきました。
　この結果、同基金の令和２年度末残高は、2 億 5,533 万 5,000 円となりました。皆さまのご支援に心からお礼
申し上げます。

■ 問合せ　市民協働課　市民活躍推進 G　☎ 73-8003

ふるさとあわらサポート基金（ふるさと納税） の 状況 をお知らせします

※ 1 福井県共同窓口受入分は、令和２年１月～令和２年 12 月分です。

あらゆる場面において、男女が人間として
の尊厳を保ちながら、自由に生きるための

「人権」が保障されることが必要です。

男女の人権の尊重

誰もが個性と能力を発揮して、自分で生き
方を選び、利益を受けることができる活力
ある社会づくりが必要です。

男女が個性と能力を発揮することによる
多様性に富んだ活力ある社会の実現

「男はこうあるべき、女はこうあるべき」と
いう先入観を見直し、あらゆる機会を通して、
男女共同意識を高めることが必要です。

男女の固定的な役割分担意識の改革

男女が共に責任を担って、あらゆる分野に
参画し、お互いに認め合い、協力し合う意
識づくりが必要です。

あらゆる分野での
男女のパートナーシップの実現

▲ 市ホームページ

※ 2 推進経費は寄付金額に応じて取り崩しをしています。
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